

































































































































































































































































































































































































































































眼 で 、 ぐ る り と 翻 っ た 、 然 も
くるあばた
一 面 、 念 入 の 黒 痘 癒だ 。ぁばた
しる竃なこ
〇痘癒の中に白眼を倒いて、よ
た ／＼ と 立 上 つ て 、
更 に 、 蒼 い 目 も あ る 。
按 摩 の 剣 く 目 は 蒼
か り け り 。
鍍 花 の 怪 奇 趣 味 は 、 目 の 描 写 に よ っ て 不 気 味 さ を 増 す
。 臼 烏
の「瑛
い 眼 」 と 『 徒 労」 の 蠣
目や白い目が鍍花の用例と並行して出てく
．ることは興味深い。果して白鳥は錢花を模倣したのだろうか。
白 鳥 の 使 っ た 蠣 の 目 が 鋭 花 の 受 け 売 り で は な く 、 チ ェ ー ホ フ の
rかき』か
らの借用ではない
か と 指 摘 し た の は 、 中 国 の 留 学 生 黄
幼欣である。黄幼欣は、大谷深氏の「チェホフと日本文学」(gMX悶 虹 非 芯 豆 芯 ” 四 ． ） に 、
白烏とチェー
ホフとの
か か わ り が 、
白 烏 と チ ェ ホ フ の 関 連 に つ い て は 、 既 に 多 く の 人 々 の 指 摘する 如 く 、 ま た 自 ら も 「 私 自 身 に つ い て 云 っ て も 、 「 玉 突 屋」
．は
チ ェ ホ フ の 『 眠 い 頭 』 か ら ヒ ン ト を 得 た の
であり
、 『 地 獄 』
に は













ら チ ェ ホ フ の 小 品 「 牡 蠣 」 や 「 桜 の 園 」 の 話 を 聞
かされていろ。
と解説されてあるのにヒントを得て、





に 空 想 す る 。





薫 を 追 想 す 」 ( 5 巧 迂 ば � 翌如 ）
による。
白烏がチェーホフの「かき」
を ど う い う
テ キ ス ト で 読 ん で い た
か 明 ら か
に し 得 な い の で
、 と り あ え ず 、 神 西 渚 • 原 卓 也 ・ 池 田 健
太 郎 訳 r チ ェ ー ホ フ 全 集 』 三 巻 （ か 認盆韮 環 → 特 狂 野如 JI ) に よっ て
そのあらましを述べる。小 雨 も よ い の あ る 秋 の 夕 暮 れ 、 モ ス ク ワ の 大 通 り に 物 乞 い の父と子が立って
いろ。子は目の前の飲食店に「かき」と貼紙
がしてあるのをみて、




か ら か い 半 分 に 、
その子にかきを
振翔う。子は、塩辛い異様な食ぺ物を目をつむって食べ、夜中にひどい咽のか
わ き を 覚 え る 。





の r か き 」 に ヒ ン ト を 得 た か
もしれない
が 、 志 賀 の 場 合 は 、
鮨 を 振 舞 っ た 帥 士 が 小 俯 に 神 様 の
よ う
に思えてくる。それに対し、
チ ェ ー ホ フ の 方 は 、
ひ も じ い 父 に は 目 も く れ ず 、 大 金 を 出 し て 子
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